
研研

 

究究

 

種種

 

目目

 

のの

 

趣趣

 

旨旨

基盤研究（Ｓ）

原則５年

 

5,000万～２億円程度

＊独創的・先駆的研究の格段の発展

基盤研究（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）

３～５年

 

（Ａ）

 

2,000～5,000万円

（Ｂ）

 

500～2,000万円

（Ｃ）

 

～500万円

＊研究者個人の独創的・先駆的研究

研究者の自由な発想に基づく研究の多様性の確保

若手研究者の自立支援

若手研究（Ａ）

 

39歳以下

２～４年

 

500～3,000万円

 

若手研究（Ｂ）

 

39歳以下

２～４年

 

～

 

500万円

若手研究（Ｓ）

 

42歳以下

【２２年度新規募集停止】

５年

 

概ね3,000万円

～１億円程度

研究活動スタート支援（仮称）

２年

 

年間150万円以内

特別研究員奨励費
３年以内

 

年間150万円以内

特別推進研究

３～５年

 

制限なし

 

（5億円程度）

＊国際的に高い評価を得ている研究

新領域の形成、挑戦的研究

新学術領域研究※

異分野連携等による新領

 

域形成や挑戦的研究など

 

の推進

〔研究領域提案型〕

 

５年

年間1,000万～3億円程度

共同研究等による新領域

 

形成や領域の格段の進展

研研

 

究究

 

費費

 

のの

 

規規

 

模模

 

／／

 

研研

 

究究

 

のの

 

発発

 

展展

国際的に評価の高い研究の推進 注：※印を付した研究種目の審査は

文部科学省が担当。

特定領域研究※

〔領域〕

 

３～６年

年間2,000万～6 
億円

【新規募集停止】

〔公募〕

 

１～２年

 

400万円程度

学術創成研究費

【新規募集停止】

５年

 

年間7,000万

 

円程度

挑戦的萌芽研究
１～３年

 

～

 

500万円

＊挑戦的で高い目標設定を掲げ

 

た芽生え期の研究

特別研究促進費※

＊実験的試行、緊急研究

科学研究費補助金の研究種目（平成２２年度）

〔研究課題提案型〕
【２２年度新規募集停止】
３年（評価により2年延長）

年間1,000万円程度
従来の分科・細目区分を超

 

える新興・融合分野の研究

1,367 1,393(+26)

1,468(+75)
1,517(+49)

1,567(+50)
1,607(+40) 1,620(+13) 1,617(▲3)

1,579(▲38)
1,598(+19) 1,590(▲8）

0

68(+68)
107(+39) 116(+9) 125(+9) 132(+7)

180(+48)

296(+116)
353(+57)

372(+19) 410(+38)

0

500

1,000

1,500

2,000

１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度要求

（億円）

1,461億円 1,575億円 1,633億円 1,693億円 1,739億円 1,800億円 1,913億円 1,932億円（補正後予算額）

（年度）

1,367億円 1,970億円

直接経費

2,000億円

間接経費

最近１０年間の科学研究費補助金の推移（補正後予算）

＜１９年度、２０年度において、直接経費が初めての減額。平成２２年度概算要求においても減額見込。＞
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